
 

基幹統計に関する追加調査に向けた「視点」について 

（部会長案） 

 

【再発防止】（問題の未然防止） 

・チェック・審査（集計・公表段階だけでなく、実査段階も含む） 

・委託事業者、地方公共団体の履行確認 

・調査・集計方法の透明性 

・プロセスごとの責任の所在 

・結果数値の妥当性に関する外部からの指摘 

・承認申請形式の適切性 

 

【発生時対応】 

・必要なデータ等の保存 

・発生時の対応ルール(把握時点での適時開示など) 

・行政利用の事前把握 

 

【品質向上】 

・人員・体制 

・職員の能力（研修等） 

・統計ニーズ（行政外を含む）の把握と対応 

・関連システムの更新の適切性（古いシステムが使われていないか） 

 

※視点は、必要に応じて追加する 

資料５ 


